
2018年度 第2回常任幹事会議事録 
 
※議事進行を小山氏に依頼。 
 
■議題1　決算・予算について（資料1参照） 
 
秋元会長からプリント5枚（A3）を配布し、説明があった。 
①2017年度会計支出報告書 
②2017年度通帳残高 
③2015年度/事務局出金用（日付別、種類別） 
④2017年度/総会パーティー出金用（日付別、種類別） 
⑤その他の出金用（WEB委員会、同窓会・在校生支援委員会） 
＊残高証明書3部 
 
 
●プリント②より　「同窓会の通帳、まとめにあったての一覧」 
 
 
 
 
 
 
 
※広報同窓会ニュース→総会パーティーに名称変更。 
　（パーティーを主催したため） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※詳細は別紙参照 
 
 
 

  1
©アサビ同窓会　

 

●日時 
2018年6月16日(土) 
15:00～17:00 
 
●場所 
阿佐ヶ谷美術専門学校 521教室 
 
●出席者 
秋元圭一　［会　長］ 
小山　弘　［事務長］ 
西田一成　［常　任］ 
桜井裕美　［常　任］ 
浜村圭一　［常　任］ 
白石龍子　［常　任］ 
小山優子　［常　任］ 
大野美菜子［常　任］ 
山田直毅　［常　任］ 
上村晴美　［常　任］ 
 
●委任欠席者 
日野　高　［副会長］ 
甲斐光省　［副会長］小山氏 
土橋洋一　［常　任］ 
三好耕之　［常　任］秋元氏 
大村政幸　［常　任］ 
松岡和彦　［常　任］秋元氏 
勝山昌幸　［常　任］ 
富澤和治　［常　任］ 
藤原成理　［常　任］ 
 
(幹事19／27名 定足数成立) 
 
●議事進行： 
小山　弘 
●議事録 
書記：大塚奏芽［学生］ 
校正・制作・文責：秋元圭一、 
藤原成理、大村政幸、小山　弘

事務局費予算 345000
選挙管理　 345000
会計担当 70000
名簿管理 3500

総額 500000

前年度口座残高 1301
現金残高　 7871
今年度の入金 400000
寄付　 19636

合計 428808
支出　 302183
選挙 0
会計担当 58859
名簿管理 30000

合計 391042



●プリント⑤より　「web、同窓生、在校生支援」 
 
 
 
 
 
 
 
 
※今回は総会パーティーがありwebには入金なし 
※詳細は別紙参照 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●プリント④より　「日付順の区分」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※現在の3/31 普通預金残高 
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Web
予算 60000
口座残高 20144
支出 30807
差し引き -10663
未払い 10627

同窓会・在校生支援
予算 210000
口座残高 2000
現金 1632
入金 206368

合計 210000
支出 209926
残り 74
口座 368円　残りあり
未払い 294円　後で精算

普通預金１ 292162 2016年度
収入 900000 90人分
学校に手数料 4500
入金額 855000
事務局支出 400000
同窓生、在校生支援 206368
パーティー 1004996
振込手数料 308

合計 1747168
支払い 1611672
差し引き 135496



 
 
 
 
 
 
その２ 
 
 
 
 
 
 
 
普通預金・定期預金の合計　1082万 1424 円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※詳細は別紙参照 
 
●プリント①より　「収入、事務局各委員会の支出」 
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定期預金の一品分
残高 2633771
利息 211
定期預金その1の残高 2033922

前年度 8651313
利息 693

定期預金その2の合計 8652006

予算 11616507
新入生会費 900000
手数料 -45000
預金利息 1000

パーティー会費 400000

寄付金 20000

合計 12892507
実績 11616507
会費 900000
手数料 -45000
受け取り 910
パーティーの会費、収入 366800
寄付 19636

合計 12858853

４つの委員会について
口座残高の合計 325351
現金処理 なし
未払い　 252815

合計 11466775
次回繰越し金 10893960



※ー3650円だが実績には支出のぶんの予算に対する実績でほとんどの部分では 
　プラスになっている（80万円程度） 
 
 
●まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※間違いがあるため、幹事会のお知らせの資料に入れる際は訂正しておく。 
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予算 支出 差し引
事務局 540000 391042 108958
事務局 540000 391042 108958
委員会web 50000 30807 (+29193)
委員会同窓生在校生支援 210000 209926 (+74)
同窓会パーティー 2030000 1333190 696810

委員会の総合計 2300000 1573923

事務局と委員会分の合計支出 2800000 1964965 850035

次期繰越金
予算 10092507
実績 10893960

定期預金１ 8652006
定期預金２ 2030992
普通預金　 135496
委員会分の通帳４通の合計 325351
現金 なし

未払い金
同窓生在校生支援 294
事務局 115236
web 10627
総会パーティー 126568

合計 11146775
次回繰越し金 10893960



●予算について質疑応答 
 
小山：総会パーティーは黒字と考えてよいか。 
 
秋元：パネル、ケータリング、業者分、会場費 など、適度な金額で収まったと 
考えている。前回は会場費、ケータリング、料理などで、100万だった。 
今回は、ケータリング＝40万　会場費＝15万　で　42万ぐらい節約できた。 
１回しか使わないので、パネルがもったいなかったと思う。 
 
大野：パネルはもう少し小さくしても良かったと思う。 
 
秋元：会場を2つに分けたが、問題はなかった。学校でやったことが良かったとい
う声が多かった。学園長とは、今後も学校で行うことに問題はないという話をして
いる。精算については、前回までは11月にやっていたため問題なかったが、3月に
は行わないほうが良い。 
 
白石：交通費の4月14日分支払いは第1回常任幹事会とするのか？ 
 
秋元：交通費の支払いに関しては2017年度分に計上している。 
アルバイト代と議事録作成代は2018年度分にしていただきたい。 
 
小山：現在、残高1000万となっているが、ここ数年をみてどうでしょうか。 
 
秋元：毎年確実に減ってきている（近年は130万の支出に対して、80～90万円の
前後の会費収入になっている）。2017年度に関してはパーティーがあったため、
大きくマイナスになっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊今年度３学年、111名分の会費が入る見込み（実数として考えてよい）。 
＊学生20名ほどが増えている分前年度に比べプラスになっている。 
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予算について（A4プリント）
事務局 355000
来年の選挙予算 50000
会計担当 70000
コラボ企画検討など なし
名簿管理

35000

合計 510000

委員会
同窓会 220000
広報 360000
漫画計画 100000

合計 790000

総合計　 1300000



小山：人が増えているのが意外だった。 
 
秋山：研究科の学生が増えてる。ほとんどが中国など海外からの留学生。 
 
大野：名簿に名前の漢字がでない可能性がある。 
 
秋元：よろしければ、承認をいただいて幹事会でお知らせするように進めたい。 
 
全員一致で、常任幹事会に提出することが承認された。 
 
 
■議題２　その他 
 
●同窓会のこれからの方向性について 
 
小山：予算が減ってきている。このままの傾向でいくと、25年間で予算を使い果た
す見込みとなっている。現在行っている業務の内容で、特に削る部分はない。 
 
浜村：例えば、賞金の出るコンペを行い、同窓会として学生に還元していくという
ことはいかがでしょう。 
 
山田：奨学金的な考えで学校を維持するためにということでしょうか。 
 
浜村：同窓会は夢を与えるべきではないかという思いです。 
 
西田：狭間の時期で賞金に費用をかけるのには疑問がある。 
 
浜村：費用は使うが学生のために使うということで、学生から預かったお金を返し
ていくような考え方で、入学者が減っている方向を変えていこうという話です。 
 
大野：話が違う気がする。 
 
浜村：また違う機会に提案します。 
 
山田：どうやって同窓会の収入を増やすかということを考えるべき。例えば、卒業
生と一般の方を対象にした有料の講演会（セミナー）を開催するなど。 
 
白石：収支でプラスマイナス０を目指すということを考えるべき。 
 
浜村：一般の方からみて、費用を払ってでも参加したい講演会ができるのではない
だろうか。実際にやってみないとわからないが、一つの商売になりうると思う。 
 
秋元：そのような案は10年前から出ているが形になっていないので、実現性は低い
いと思っている。実現するほどのパワーが足りていないのではないだろうか。自分
たちもプラスになって、同窓会の収入にもするという状態を実現するのが厳しい。 
 
山田：同窓会の支出で多いのが印刷物を発送することなので、別の手段に換えられ
ないだろうか。 
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小山：同窓会ニュースを２年に１回の発行にしてはどうか？ 
 
浜村：発送するではなく、会員に取りに来てもらうのはどうだろうか。実際にどの
ぐらいの会員が読んでいるのかはわからないので、資源や資金の無駄となっている
可能性がある。同窓会を維持していくために、ネットに掲載するなど印刷物の回数
を減らしていかなければならないと思う。 
 
山田：現在、年間で30万円近く使っているため、ペーパーレスの方が良いと思う。 
発送数を減らすために確認用のハガキを発送し、郵送を希望する会員はハガキを送
り返してもらい、希望の有った方のみ郵送する。返信してもらうことで、希望がな
ければ、発送しないことを承認したことになる。 
 
秋元：これまで幹事会の案内に返信をくれなかった人は発送することを続けて問題
ないという判断をしてきている。発送の確認をすることで、会員とのコンタクトを
カットすることにつながってしまうことにならないだろうか。 
 
大野：ポストカードなどでネットに情報を掲載していることをお知らせをしていく
のはどうか？ 
 
小山：段階を追って徐々に減らしていくのはどうだろうか。 
 
山田：年代で切り分けるということも考えられる。 
 
浜村：年代で切り分けるのは良くないのではないだろうか。 
 
櫻井：ハガキが帰ってこない場合には、同窓会からの発送物にもに興味がないとい
うことで、発送の必要がないことの証明になると思う。 
 
大野：その分で節約した費用ををコンペなどにまわしてもよい。 
 
秋元：卒業生対象の企画をセミナーではなく、交流会にしてはどだろうか。 
 
大野・上村：陶芸や子ども向けの交流会などがあると良いと思う。 
卒業生に女性が多くなってきているので、女性を意識した企画ができるとよい。 
 
秋元：子どもを育てている世代に向けての活動をできれば良いと思う。 
 
白石：他の団体ではプログラミング教育をしているところもあるらしい。 
 
小山：総会パーティーを行う際に子どもの面倒をみられる場所つくりたかったが、
できなかった。女性や子どもを意識した視点は大切で、必然的に女性の意見を取り
入れる方向に移行していきたい。現在は参加しているメンバーが固定化しているた
め、小さい企画でも行っていくことが大切と考えている。 
 
秋元：みんなが楽しめる活動をしていくために、現在、行っている細かいところは
カットしてもいいのではないだろうか。具体的な内容や予算を出して話を進めて、
幹事の皆さんが納得できる状態になれば行いたい。 
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小山：メンバーの固定化については選挙以外の方法で解決できる方法はないか。 
 
小山：投票用紙の氏名だけでは誰に投票して良いかわからない。 
 
大野：在校中に学生に説明しておき、選挙ではなく指名する方法はどうだろうか。 
 
秋元：それだけでは同窓会への興味を維持しきれないのではないか。「漫画計画」
などの参加型の企画を増やし、幅を広げていくのはどうだろうか。 
 
大野：空洞化している年代から参加するきっかけをつくるための方法を考えたい。 
 
秋元：「会をやるので」と声をかけることでつなぎ止めてきたが、むしろ広げてい
くためにどうればよいか考えたい。以前は卒業した人が集まって野球チームを作っ
たりしていた。クラスのつながりだけではない活動も考えたい。 
 
浜村：ACB会の活動もある。 
 
秋元：それぞれリンクしている部分があるので、活動が継続しやすいと思う。 
 
櫻井：どんな企画なら参加したいか、会員の興味の対象は何なのかをリサーチする
必要がある。どうやって調査するかを検討したい。 
 
秋元：SNSはどういう形で繋がっているのかがわからない。 
 
櫻井：現代「インスタ映え」がコミュニケーションの中心になってるぐらいだから、
一番早いのはネットだと思う。意見を汲み上げるのにSNSを使うのはよい。 
 
小山：同窓会のホームページを楽しくするべき。楽しさをどれだけ表現できるかが
重要になると思う。 
 
白石：ある程度は新しい情報を発信して、頻繁に見てもらえるものにしたい。 
 
櫻井：総会・パーティーの記事が良かった。 
 
秋元：学校中心の記事だけではなく、ホームページをよくしたほうがいい。 
 
大野：ツイッターを活用することを考えたい。 
 
白石：最近あまり更新されていない。 
 
小山：音楽、写真、映像なども含め、常任幹事ではない他の人を巻き込んでやって
いくほうがよい。松岡さんに相談して、学校の先生にも協力してもらえるとよい。 
 
大野：複数の人で記事を書いたり、管理できないと続けるのが難しい。 
在学中に同好会や課外活動などのつながりができていないと難しい面もある。 
 
秋山：卓球などのスポーツも考え方の一つとしてある。 

  8
©アサビ同窓会　

 



 
山田：在学中に学生が同窓生をつながるアサビブリッジなどの機会があると学生は
就職活動、同窓生は人材確保などの面でお互いにメリットが有る。 
 
小山：交流する機会をつくることをベースとしたパーティーがあっても良い。 
 
山田：求人情報があっても学生の関心が薄いため、求人・就職の機会として的を絞っ
て開催してもよい。企業も専門学生に目をむける機会にもなる。同窓生の居る企業
に声かけるとよい。 
 
白石：就職には結びつかない趣味などの活動などを引き出してあげることも重要。 
学生が見ている夢の方向に同窓生として協力したり、関われることがあることを知っ
てもらいたい。 
 
 
 
●年間予定表と企画の決定について 
 
小山：新しい企画を提案したい方がいれば、4回目の常任幹事会でプレゼンして頂
きたい。事前に内容を説明をしていただくことで、早急に決定するということを避
け、曖昧な状態で進めないようにしたい。 
 
秋山：事務局と私で調整して８月の初旬に常任幹事会を開催させていただく。 
アイデアがある人は具体的な企画を出す場にして、次年度の予算の中に組み込める
ようにしたい。 
 
小山：企画を作るために要望や質問がある方は事務局にお知らせください。 
 
西田：常任幹事の任期については、開催次期によっては任期が変わってしまう。 
選挙が延期になったため、残りの任期の件についても決めておかないといけないと
思うので、あわせて検討していただきたい。 
 
秋元：基本的には任期の切れる区別はつけないで、全体で一年伸ばすという方向で
了承を得たいと考えている。また、新しく名簿を作りなおす作業も考えている。 
 
 
以上で会議は閉会した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次回の開催予定：8月4日(土) 15:00～17:00「2018年度 幹事会」 
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■資料１（5枚）
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